
昭
和
布
・
お
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

方

州
・

琉

Eゴ

一、
九
州
方
言

福
田
氏
の
九
州
方
言
成
立
論

お

年
6

月
一可
方一一一口
学
議
路
第
四
巻
』

九
州
・

琉
球
方
号一口
が
刊
行
さ
れ
た
。

そ

の
き
飛
高
文
は
福
間
良
品川
氏
の
「
九
州
方
言
概
説
」

で
あ
る
が、

そ
れ
は
主
に

九
川
方一吉門
の
伐
立
過
脅
か
よ
川
じ
た
も
の
で
あ
る
。

氏
は
考
古
学
・

人
類
学
及
び

古
代
文
脈
資
料
に
U
づ
い
て
「
弥
生
文
化
時
代
に
は
、

九
州
に
お
け
る
文
化
問

は
大
き
く
分
け
れ
公
九
州
北
部
と
九
州
市
部
の
区
画
に
分
れ
て
て
い
る
と
い
う

事
が
で
き
る
。

穣
問
地
域
に
は
市
方
系
の
文
化
圏
が
存
必
し、

南
方
系
の

種
族
が
占
托
し
て
い
た

現'
仏
の
薩
隅
方一
冨
区
画
は
、

九
州
に
お
レ
て
、
円
以

も
晩
く
ま
で
南
方
訴
が
行
わ
れ
て
い
た
池
域
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」

と

言

ぃ
、

隼
人
・

態
襲
は
十間
十月
系
の
種
族
で
あ
り、

八
世
紀
に
成
立
し
た
大
隅
風
土

記
(
逸
文)

の
隼
人
活
「
久
間
良
」

「
必
至
」

を

南
方
系
の
話
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。

ま
た
肥
前
風
土
記
の
値申
景
色
の
条
の
記
事
か
ら
九
州
西
岸
の
列
島

か
ら
壱
岐
・

汁
馬
に
も
南
方
系
の
種
族
(
隼
人
)

が
屑
住
し、

南
方
系
の
言
語

文
化
が
行
な
わ
れ
た
と
推
定
し、

そ
れ
ら
は
対
馬
海
流
に
乗
っ
て
運
ば
れ
た
と

汚
え
て
い
る
。

壱
岐
・

対
馬
方
言
中
に
琉
球
活
と
共
通
す
る
諮
が
若
干
見
ら
れ

る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
あ
と
説
く
。

市中
人
一治
問
弁
系
川町
に

問
し
て
は
、

同
じ
講
応
で
卜
村
が
京門
定
す
る
形
で
あ
る

が、

宇
品目、
・

吋
馬
の
万一一=川
小
に

見
ら
れ
る
琉
球
訴
に
つ
い
て
は
、

実
例
は
掲
げ

て
な
い
が、

伊
一決
比い
猷
氏
の
「
琉
球
活
と

壱
岐
方
言
と
の
比
較
対
照
」
(
『
間
島

102 

ι次ZZ

Il--

上

村

孝

方
言
中、
致
』)
な
ど
見
て
も、

琉
球
語
が
日
本
語
か
ら
分
派
し
た
時
か
ら
ず
っ
と

後
世
の
も
の
で
、

南
方
系
の
言
語
が
北
上
し
た
と
断
じ
ら
れ
る
も
の
は
な
い
と

思
う
。

仮
に
琉
球
語
と
同
じ
若
干
の
語
が
九
州
北
部
の
烏
々
に
だ
け
分
布
す
る

に
し
て
も、

そ
れ
を
符
南
方
系
の
語
だ
と
す
る
の
は

賛
成
で
き
な
い
。

『
日
葡

辞
書
』

で
い
う
下
の
語
を
今
日
の
九
州
地
方
に
お
け
る
分
布
状
態
か

ら

見
る

と
、

長
崎
地
方
で
行
な
わ
れ
た
そ
れ
ら
の
語
が
、

離
島
に
の
み
残
存
す
る
も
の

の
多
い

事
実
も
考
慮
す
べ

き
こ
と
だ
と
思
う。

な
お一
福
田
氏
は
隼
人
族
は
九
州
丙
北
部
に
も
府
住
し
た
(
8
世
紀
頃
ま
で
か
)

と
す
る
か
ら、

南
部
と
西
北
部
と
の

言
語
上
の
共
通
性
を

言
わ
ね
ば

な
ら
ず

「
珂
十代
の
九
州
方
言
は
、

杷
筑
・

山田
回
・

穣
隅
の
三
方一
言
区
画
に
分
か
れ
て
い

る
。

し
か
し
な
が
ら、

九
州
山
脈
と
そ
の
支
脈
を
大
体
の
境
界
と
し
て
、

東
西

に
分
け
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
内
に
お
い
て
は
、

共
通
し
た
方
言
的
要
素
の

存
在
が
淳、
然
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
が、

認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
」

と

言

う
。

今
日
の
方
言
の
状
態
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
正
し
い
認
識
で
あ
る
が、

し
か
し

こ
の
よ
う
な
相
違
は
弥
生
文
化
閣
の
相
違
に
ま
で
糊
り
得
る
と
福
田
氏
は
考
え

て
い
る
。

そ
し
て
九
州
西
部
に
お
け
る
共
通
し
た
方
言
的
要
素
と
し
て
、

二
型

ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布
状
態
を
取
り
上
げ、

こ
の
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
が
琉
球
に
も

あ
る
の
は
「
九
州
西
部
方
言
と
琉
球
語
と
の
問
に
諮
紫
・

語
法
・

音
韻
の
上
か

ら
か
な
り
接
近
し
た
も
の
が
あ
る
事
は
多
く
の
人
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
」

か
ら、

北
し
し
た
出
方
文
化
乃
EK
南
方
種
族
の
あ
っ

た
と
福

田
氏
は

怨
定
し
て
い
る
。



言

し
か
し
琉
球
方
言
の
中
に
は 、
現
代
九
州
東
部
に
分
布
す
る
関
東
式
ア
ク
セ

ン
ト
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
諸
家
の
調

資肝
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
(
多
照

本
稿
最
後
の
金
田
一

氏
の
琉
球
ア
ク
セ
ン
ト
系
統
論)
。

今
円
、

福
田
氏
は
ど

の
よ
う
な
仮
説
を
用
意
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

か 。
ま
た
ア
ク
セ
ン
ト

以
外
の
現

象
で
も
九
州
西
部
方
言
と
琉
球
語
と
の
類
似
点
は 、
南
方
種
族
の
渡
来
に
よ
っ

て
生
じ
た
と
推
定
で
き
る
も
の
は
殆
ん
ど
な
く 、
後
世
に
起
こ
っ
た
も
の
だ
と

一一百
て
よ
い 。

福
田
氏
は
一
方
九
州
方
言
に
与
え
た
中
央
語
の
影
響
に
つ
い
て 、
奈
良
時
代

の
中
央
語
は
も
と
よ
り 、

平
安
時
代
の
畿
内
の
言
葉
も
大
し
た
影
響
を
与
え

ず 、
鎌
倉
時
代
で
も
大
き
い
影
響
は
与
え
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
て
い
る
が 、

こ
の
点
も
納
得
で
ぎ
な
い 。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
状
態
で
「
現
代
語
の
九
州

方
言
の
特
徴
の
多
く
は
近
世
初
期
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る」
こ
と
を
承
認
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う

か 。
福
田
氏
が
九
州
方
言
に
お
け
る
中
央
語
の
影
響
に
閉

し
て 、
甚
だ
消
極
的
で
あ
る
の
は 、
九
州
方
言
に
お
け
る
古
語
残
存
の
解
釈
に

方
言
問
問
論
が
適
用
さ
れ
る
の
を
お
そ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う 。

そ
し
て
そ
れ

は
九
州
西
部
方
言
に
お
け
る
特
殊
性
乃
至
は
南
方
的
要
素
の
存
在
を
強
調
す
る

に
も
好
都
合
な
の
で
あ
ろ
う 。

車田
舗
と
文
法

『
方
言
学
講
座
第
四
巻』
(剛

一以沼地と)
の
「
方
言
の
実
態
と
共
通
語
の
問
題

点
」

は
、

福
岡
(
都
築
頼
助)
、

佐
賀
・

長
崎
(
小
野
士山
真
男)
、

熊
本
(
秋
山

正
次
)
、

大
分
・

宮
崎
北
部

(
糸
井
寛

こ
、

鹿
児
島
・

宮
崎
南
部

(
後
藤
和

彦)
の
分
担
で
あ
る 。
そ
れ
を立円
韻・
文
法
に
関
す
る
市
か
ら一
べ
つ
す
る 。
都

築
氏
は〈E
県
的
な
研
究
成
果
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
展
開
し
て
い
る 。
音
韻
の
項

で
「
筑
後
で
は
東
北
人
に
聞
く
様
な
前
進
し
た
k
g
の
音
を
用
い
る
こ
と
が
多

い」
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
が 、
そ
れ
に
続
い
て
「
随
っ
て
筑
後
で
は
花

が
サ
ス
・

サ
シ
タ
・

サ
シ
テ
と
s
J
の
音
と
混
同
し
て
表
記
に
ま
で
す
る
生
徒

が
多
い」
と
す
る
の
は 、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う 。

「
咲
く」
を
サ
ス
と
い
う

の
は 、
九
州
に
広
く
き
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て 、
音
績
変
化
の
問
題
と
せ
ず 、

方

形
態
変
化
と
し
て
処
理
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
博
多
地
方
で
ダ
行
青

の
ラ
行
化
が
は
げ
し
い
が 、
氏
に
よ
れ
ば 、

H
d
上
が
転
換
す
る
の
で
は
な
く 、

両
者
の
い
ず
れ
に
も
通
じ
る
中
間
子
音
〔
t〕
を
些
少
の
差
を
感
じ
な
が
ら
両

方
に
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る 。
糸
島
郡
の
児
童
な
ど
は
「
そ
う
デ
す」
を
「
も

う一
つ
の
レ
で
書
く
の
だ」
な
ど
と-
話
し
て
い
るd
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
こ

の
些
少
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
や 、
児
童
の
言
葉
か
ら
推
す
と 、
中
間
子
音

は
ダ
行
に
使
い 、
本
来
の
ラ
行
音
は
上
で
は
な
か
ろ
う

か
と
ふ
と
思
っ

た 。
薩

南
諸
島
方
言
で
は
そ
の
よ
う
な
具
合
に
両
者
を
識
別
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら 。

小
野
氏
は
一
地
点
の
方
言
の
記
述
が
く
わ
し
い 。
佐
賀
方
言
は
い
ろ
ん
な
点

で
北
薩
摩
方
言
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り 、

興
味
が
深
い 。

秋
山
氏
は
音
韻・
語
法
か
ら
県
内
部
の
地
理
的
相
違
を
述
べ
て
い
る
が 、
南

部
方
言
と
北
部
中
部
方
言
の
比
較
表
は
筆
者
に
は
有
益
で
あ
る 。
立円
節
で
は

「
CO〕
〔間
百〕
〔
ZO〕
〔
ご0〕
な
ど
の
存
在
は
初
め
て
の
知
識
で
あ
っ
た 。
来
ル

の
特
殊
用
法
と
し
て
「
行
く」
意
味
に
使
う

場
合
の
あ
る
の
は 、
敬
意
と
関
係

が
あ
る
と
す
る
観
方
は 、
都
築
氏
に
も
見
え
る
が 、
全
く
同
感
で
あ
る 。
た
だ

秋
山
氏
が
授
受
の
関
係
が
ヤ
ル
で
統一
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
鹿
児
島

県
や
球
磨
郡
の
敬
語
補
助
動
詞
ヤ
ル
と
同
じ
よ
う
な
敬
語
の
名
残
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い」
と
い
う
の
は 、

考
え
す
MC
で
あ
る
し 、

南
部
地
方
の
テ
レ
ビ

パ

「
買
ワ
イ
ク」
は
「
寅
ワ
シ
タ」
の
子
音
脱
沼
で
は
な
く 、

や
は
り

「
る」

「
ら
る」
系
統
の
連
用
形
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い 。

糸
井
氏
は
土
師
方
言
(
大
分)
と
安
方
言
(
宮
崎)
の
体
系
を
記
述
し
て
い

る 。
新
し
い
氏
自
身
の
用
語
が
多
く 、
文
法
で
は 、
活
用
形
の
名
に

形
と

基
と
の
違
い
が
あ
り 、
活
用
の
種
類
に
は
ア
ン
活
用 、
ワ
ン
活
用

と
い
う

独

特
の
も
の
が
あ
る 。
形
容
詞
の
活
用
体
系
の
記
述
も
新
し
い 。
立円
韻
表
記
は
言

語
学
派
の
も
の
を
使
用 。
何
ん
と
か
規
範
文
法
を
ぬ
き
出
そ
う
と
い
ろ
い
ろ
試

み
が
な
さ
れ 、
非
常
に
意
欲
的
な
論
文
で
あ
る 。
そ
の
ほ
か
糸
井
氏
は
「
南
笠

後
山
村
方
言
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
体
系」
(『
大
分
大
学
学
芸
学
邸
研
究
紀
要

9
』
昭
お
・
3)
「
南
登
後
山
村
方
言
の
音
韻

ll
大
野
郡
野
津
町
西
神
野
方
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言
に
つ
い
て

111」
(
国
語
国
文
学
会
『
国
文
学
孜
・

広
島
大
学
』

幻
、

昭
お
・

4
)

な
ど
模
範
的
な
記
述
的
研
究
を
発
表
し
た
。

糸
井
氏
は
同
じ
講
座
で
、

大
分
の
方
言
と
宮
崎
の
方
言
と
を
比
較
し
て

る

が
、

九
州
方
言
の
諸
特
徴
か
ら
見
れ
ば、

大
分
は
非
九
州
的
で
宮
崎
は
比
較
的

九
州
的
だ
と
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
両
方
言
の
相
違
点
を
指
摘、

大
分
・

宮
崎

間
に
一

線
を
画
す
べ
し
と
す
る
説
に

賛
意
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

後
藤
氏
は

執
筆
者
中
で
最
年
少
者
で
あ
る
が
、

他
県
の
ベ

テ
ラ
ン
に
追
い
つ

く
腕
ま
え
。
立
円
韻
体
系
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、

文
法
体
系
で
は

新
味
を
出

し
て
い
る
。

氏
は
別
に
「
鹿
児
向
市
方
言
の
文
法

||
青
少
年
府
の
そ
れ
を
中

心
と
し
て
1

11」
(
『
国
語
学
』

ω
、

昭
お
・

3
)

が
あ
り、

今
後
の
研
究
が
期

待
さ
れ
る。

講
座
執
筆
者
の
ほ
か
に
は、
岡
野
信
子
氏
が
「
弓
郷
生
活
語
に
お
け
る
形
容

詞
」
(
昭
お
・

3
)
、
「
助
-剖
「
チ
」

と
そ
の
周
辺
」
(
昭
お
・

5
)

を
『
若
松
高

校
研
究
紀
要
』

に
発
表。

若
松
市
方
言
の
表
現
文
法
を
藤
原
博
士
式
に
と
ら
え

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

語

嚢

吉
町
義
雄
氏
の
「
北
九
州
」
(
講
座)

は
主
に
文
献
か
ら

集
め
た

語
葉
と
、

九
州
在
住
の
研
究
家
の
協
力
で
得
た
語
葉
を
取
り
扱っ
て
い
る。
中
に
橘
正一

若
『
方一マ一
足寸
概
論』
か
ら
ω
語
の
九
州
諸
を
あ
げ、
解
説
し
て
い
る
が、
こ
れ

ら
の
多
く
は

内
九
州
と
も
共
通
な
も
の
ゆ
え、
注
意
を
だ
す
る。
本
論
の
後
設

は
文
献
に
自
の
届
か
な
い
人
に
は
、

い
つ

も
な
が
らあ
り
が
た
い。

上
村
孝
二
の
「
市
九
州
」
(
講
座
)
は
行
文
整
然
と
し
て
い
な
い
の
は
巡
憾
で

あ
る
。

琉
球
語
テ
ィ
グ
(
太
陽)

の

南
方
語
説
を
否
定
し
、

漢
語
「
天
道
」

説

を
促
唱。

他
日
詳
論
を
要
す
る
も
の
。

取
り
あ
え
ず
第
十
一

回
西
日
本
国
語
国

文
学
会
研
究
発
表
会
(
於
山
口
大
学)
(
昭
お
・

9
)

で
口
湖
発
表
し
て

お
レ

た
。

ほ
か
に
上
村
に
は
「
日
葡
辞
書
と
九
州
方
言
」
(
『
隊
摩
路
』

6
、

昭
お
・

7
)

が
あ
る
、

辞
書
の

下
の
語
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
現
代
九
州
方
言
に
分
布

し
て
レ
る
状
況
を
調
べ

た
も
の
。

ま
た、

田
中
正
行
氏
は

『
方
言
の

姿
及
び
変

化』
(
昭
お・
l)
と
い
う一
書
を
郷
土
出
版
し
た。
熊
本
県
の
玉
名
地
区
と
天

草
地
区
の
方
言
に
つ
い
て、
氏
自
身
蒐
集
し
た
搭
乗
と
、

そ

の
地
区
の
方
言
書

の
語
葉
と
を
比
較
し
、

そ
の
変
化
相
を
見
ょ
う
と
し
た
労
作
で
ら
る
。

資

料

N
H
K
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は

『
今
回
方
言
資
料
6
九
州
縞』
(
昭
お・
3
)

を
出
し
た。
非
売
品。
九
州
団

地
点
の
方
言
が
採
録。
巻
頭
に
は
金
田一
春
彦

氏
の
「
九
州
地
方
言
語
の
特
徴
」

が
あ
り、

要
を
得
て
わ
か
り
日勿
レ
。

各
地
点

ご
と
に
「
音
綴
お
ぼ
え
が
き
」

が
添
え
て
あ
り、

会
話
文
ご
と
に

要
領
の
よ
い

脚
注
が
あ
る
。

殊
に
音
声
に
関
す
る
も
の
は
、

今
後
方一吉口
調
丘
に
あ
た
っ
て
参

考
に
す
べ

き
こ
と
が
あ
る
。

長
崎
・

宮
崎
・

鹿
児
島
各
県
の
語
尾
の
ン
に
閉
鎖

音
〔
口〕

が
あ
る
こ
と
、

福
岡
県
の
キ
ツ
ネ
〔
「
5
5〕、

佐
賀
県
の
ヨ
カ
ヨ
カ

〔」
D
E』
D
T
o〕

な
ど
。

た
だ
し
録
背
を
聴
い
て
の
こ
と
ゆ
え、

実
際
の
音
声
と

違
う
こ
と
も
予
想
せ
ら
れ
る
。

ま
た
柴
田
武一
編

『
方
言
の
旅
』
(
昭
お
・

9)

が
出
て
、

西
海
道
は
吉
町
義
雄
氏
が
担
当
し
た
。

中
で
も
松
田
正
義
氏
の

『
方

言
生
活
の
実
態

||
全
県
的
研
究
の
報
告

||』
(
昭
お・
9)
は
大
分
県
の
方

言
を
収
録
解
説
し
た
も
の
で、
本
文
に
ア
ク
セ
ン
ト
・

イ
ン
ト
ネ
イ
γ
ョ
ン
が

つ
い
て
い
る
点
で
同
種
の
も
の
に
優
る
が、
解
説
も、

単
な
る
本
文
の
共
泊
語

訳
で
な
く
言
語
指
導
上
の
問
題
点
に
ふ
れ
る
ほ
か
、

国
語
巾人
内
解
明
と
企
倒
的

視
野
に
立
っ
た
説
明
を
展
開
し
て
い
る。
よ
く
も
こ
れ
ま
で
知
忠
が
川
ぐ
っ
た

も
の
と
吹
服
す
る。
た
ど
ラ
ン
オ
聴
取
者
ば
古
文
献
の
引
用
な
ど
コ~呪
わ
し
く

忌
じ
な
か
っ
た
ろ
う
か、
ち
ょ
っ
と
心
配
で
あ
る。
語
数
千
三
百
ポ
り
の
「
活

裳
索
引」
は
恩
忠
を
う
け
る
こ
と
多
大
で
あ
る。
な
お
『
凶
語
学
必』
に
そ
ら

一

郎
氏
の
こ
の

書
の
紹
介
批
評
が
あ
る
。

ラ
ジ
オ
と
は

無
関
係
で
あ
る
が、

士口
町
義
雄
氏
は
一

八
六
O
年
石
版
刷
小
川

チ
で
奇
観
の
長
崎
方
言
を
含
む
『
露
都
創
刊
銭
日
小
辞
書
』
(
財

官一

一週
一明

…比一)

を
『
文
学
研
究
第
印
輯』(
昭
お
・

3
)

へ

覆
刻
発
ぶ
し
た。
氏
は
ま
た、
国
語

学
会
の
発
表
会
(
於
九
州
大
学)
(
昭
お
-

U
)

で
、

英
人
メ
ド
ハ

l
ス
卜
の

一

八
三
O
年
パ

タ
I
フ
ィ
ア
版
『
英
日
日
英
語
索
』

に
九
州
方
言
の
含
ま
れ
て
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あ
る
事
を
初
め
て
発
見
し
た
旨
の
報
告
を
し
たc

二、
琉
球
方
言

jj 

『
国
語
学
制』
琉
球
特
絹

お
年
8
月
に
こ
れ
が
出
た。
そ
の
内
容
は、
奄
美
方一
言
概
観
(
上
村
孝
二)、

徳
之
山
方
言の
汗
顔
(柴田
武)、
旧
那
関
市垣
花
方一言の
ア
クセ
ン
ト
体
系

(比
嘉
政
夫)、
沖
縄
南
部一
二
音
節の
ア
クセ
ン
ト
(
中
本正
智)、
沖
縄
方

言
の
動
討
の
活
用
(
仲
宗
根
政
善)、
首
史
方一
言
の
動
目的
の
レ
レ
き
り
の
形
(
鈴

木
重
幸)、
沖
縄に
お
け
る
回一5四
E一ZE
に
つ
い
て
(成
田
善
光)、
宮
古

方一一計
打
開則
論
の
一
考
察
(
サ
ム
エ
ル
-
H
・
北
村)

||
中
世
文
献
に
あ
ら
わ

れた
||疏
球
方
言の
動
詞
(
外
間
守
善)
の
十
篇で
あ
る
が、
う
ち六
篇ま

で
は
現
地の
研
究
家
(現
地
出
身
者)
の
論文で
あ
る。
すでに
国
語
学
会々

幻の
机
l
に

あ
る
雑
誌
な
の
で
何
時で
も
利
用
で
きるか
ら、
こ
こ
で
顧み
る

必
要
も
な
い
位
で
あ
る。
柴
田
氏
の
は、
天
城
村
浅
間方
言
の立円
韻
体
系
の
記

述
で、
ア
クセ
ン
ト・
音
声
も
精
僚に
表
記
し
て
あ
る
か
ら、

徳
之
島
の
他
の

方
言
を
調
査
す
る
際
非
常に
参
考に
な
る。
こ
と
に

「
は
ね
る
音
は
レつ
も

〔
白〕
で
あ
っ
て、

東
京
方
言
の
よ
う
に
〔
Z〕
〔
ヨ〕
〔
ロ〕u

鼻
母
音
な
ど
で
あ

る
こ
と
は
な
い」
と
レ

う
特
徴
は
注
目
さ
れる。
比
嘉
氏
と
中
本
氏
は
と

も
に

沖
縄
南
部ア
ク
セ
ン
ト
の

研
究で
あ
る
が、
中
本
氏
の
論
は
地
理
的分
布
を
詳

細
に
報
告
し
て
あ

る。
仲
宗
根
氏
の
は
沖
縄か
ら
6

地
点
を
選
び、
動
詞
の
語

尾
変
化
の
違
い
を、

国
語
と
の
対
応

に問問
意
し
つ
つ
活
用
夫
に
ま
と
め
た
も
の

で、
そ
の
綿
衝
な
記
述
に
は
敬
服
の
ほ
か
は
な
い
(
但
し
氏
に
よ
れ
ば
誤
植
が

甚
だ
多
い
由、
残
念
だ)。

鈴
木
氏
は
「
動
向
の
活
用
形
は、
意
味
と

形
と
の
統一
体で
ある
か
ら、
そ

の
体
系
は、

芯
味
と
形
と
の
両
市
を
統一
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば、

と
ら
え
ら

れ
な
い
」
と
言
い、

首
里
方一一一一口
の
動
詞
の
い
い
き
り
(
書
夕、

者
イ
タ
な
ど)

に
つ
い
て、
川政円
通
休
・
て
い
ね
い
体
・
持
続
休
・
結
果
態
を
ム
l
ト
と
テ
ン
ス

に

分
け
て、
受
理
し
た
野
心
的な
新
し
い
試
み
で
あ
る。
成
田
氏
の
論
は、
沖

衛
に
お
け
る
標
準
語
と
方
言
の
二
重
言
語
の
混
用
を、
血円
韻
・
文
法・
語
象
の

上か
ら
実
例
を
示
し、
言
語
学
的
な
説
明
を
施
し
た
も
の。
サム
エ
ル
-
H
­

北
村
氏
の
論
文
に
つ
レ
て
は

後
に

述
べ

る。
外
間
氏
は

「お
も
ろ
さ
う
し」
と

碑
文
を

資
料と
し

中
世
琉
球
方
言
の
動
詞につ
レ
て
調
べ、
「五
種の
活
用
形

式が
有
力で
あ
る。
二
段
活
用が一
段
化し
更に、
それ
が、
四
段
傾
向をみ

せ
る
等、
現
代
琉
球
方
言に
み
ら
れ
る
四
段
的
活
用
に

推
移
す
る
様
相
を
もっ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る。
ま
た、

連
体
形
と
終
止
形
の
区
別
を
も
っ
現

代
琉
球
方
言
も、
そ
れが
そ
の
ま
ま
古
い
形
を
示
す
も
の
で
は
な
く、
中
世
以

後、
〈
居
り〉
の
複
合に
よ
る
形
態
的
変
遷
の
結
果に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
考

え
ら
れ
る」
な
ど
の
結
論
を
出
し
た。
琉
球
方
言
を
常
に
古
形
と

向ん
よ
う
と

す

る
傾
向
の
人に
は
よ
い
楽
で
あ
っ

た。

宮
古
島
方
言
の
研
究

宮
古
島
の
方一言口
に

関
す
る
報
告が
講
座
の

あ九
ら
こ
ち
らに
見
え、
別に
論

文
も
出
た。
先
ず
宮
良
当
壮
氏
は
講
座
に
お
得
意
の
先
烏
方
言
に
つ
い
て、
音

声
市に
重
点
を
お
い
て
解
説
し
たが、
先
烏
方一
斉
は

白々何
に
よっ
て
方
言
の
様

相
が
違
う
こ
と
が
よ
く
解
か
る。
中
で
も
宮
古
島
の
方
言
は
日
本
語
中
最
も
む

ずか
し
い
方
言で
ある
と
言
い、
そ
の
特
異
点
十
箇
条
を
掲
げ
た。
そ
の一
端

を
示
す
と
〔
匂〕
の
有
声
音
〔
ぜ〕
が
存
在
し、
〔
ヨ〕
は
〔
ヨ〕
〔
司〕
〔『〕
の

前に
立つ
ほ
か、
〔ロ〕
〔円〕
〔ι〕
〔間〕
〔ω〕
の
前に
も立
ち
如何るとい
う。

なお
まと
まっ
た
論文に
は
サムエ
ル・
H・
北
村
氏の
「
宮
古
方
言背
韻

ひらら

論の一
考
察」(『国語
学』
引)
が
あっ
た。
宮
古
本
島の
平
良
方
言を
中
心

と
する
記
述
的
研
究で
あ
る
が、
氏に
よ
れば
色
古
都
ぬ内は
多くの
小
方
言

に
分か
れ
る
そ
うで、
例えば
属烏の
多良
間・
伊
良
部の
両
方一七一円に
は
そり

舌
有
声
側
面
の
〔一〕

点目

が
語
尾
に

例
外
な
く
現れる
な
ど
は
、注
目
さ
れ
る。
仲

宗
根
政
普
氏
も
「琉
球
方
言
概
説」(講座)
で、
琉
球
方一一円の点打
粉と
助
制

形
容
詞
の
活
用に
つ
い
て、
国
語
と
の
対
応
関係
を
考
慮
し
な
が
ら、
各
島
々

の
方
言
の
比
較
を
し
て
い
る
が、

や
は
り
宮
古
品
方一
言
を
大
き
く
取
り
扱
い、

特に
文
法
面か
ら
そ
の
特
異
性
を
強
調
し
た。
そ
し
て
論文の
初
めに
琉
球
方
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言
の
区
分
を
渇
げ、

従
来、

入
者一
山
方一
斉
と
宮
古
鳥
方
言
を
含
め
た
先
烏
方
言

の
名
称
を

捨
て、
二
方

言
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
させ
、

沖
縄
方

言
奄
美
大
島

方
言

と
対
立
させ
る
こ
と
に
し

た
。

||こ
の
よ
う
に

符
古
島
方
育
の
実
態
が

明
ら

か
に
な

り
つ
つ

あ
る
の
は

絡
し
い。

琉
球
大
学
方
言
ク
ラ
ブ
そ
の
他

琉

球

た

学
ケ

ラ

ブ

の

活

動

は

本

格

的

に

な
っ

た
。

同m

τ

刷

『

琉

球

方

言

第
2

nり』
(
昭
お
・
3)
に
つ
い
で、
同
第
3
号
(
お
・
6)
を
山
し
た。
前
者
は

ク
ラ
ブ
合
体
の
労
作
「
沖

縄
南
部
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究」
で
あ
り、
一
音
節

詞
名
目
認
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
古川
叩
凶
ケ
芥
こ
つ
い
て
凋
古川
し、

そ
の
実
態
を
記

nfu

，L
 

述
報
告
し
た
も
の
で、
さ
き
に
紹
介
し
た
『
国
話
学
引
』
発
表
の
中
木
正
智
氏

の
論
文
は
そ
れ
を
補-
コ。

後
呂
に
は
、

加
治
工
真
市
氏
の
「
鳩
問
方
言
の
音
韻

体
系
に
つ
い
て一、
中
本
氏
の
「
津
竪
方一-一一日」、
土
岐
直
那
氏
の
「
徳
之
烏
天
城

町

兼

久

方

言

の

行

飢

体

系

に

つ

い

て
」

な

ど

八

重

山
・

沖

総
・

奄

美

の

小

方42
H

が
手
際
よ
く
記
述
さ
れ
て
あ
る。

そ
の
ほ
か、
講
座
の
「
方
言
の
実
態
を
共
通
活
の
問
題
点」
に
は、
奄
美
大

島

(

寺

師

忠

夫
)
、

諸

島
(

本

句
、

南

部
)

(

春

日

正

三
)
、

沖

縄

本

島

(

上

村

幸

雄)
が
あ
っ
た。
寺
師
氏
の
論
文
は
氏
独
特
の
汗
韻・
文
法・
ア
ク
セ
ン
ト
の

記
述
が
あ
る
が、
低
式
尻
上
り・一
向
式
尻
上
り
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
区
別
は
型
は

と
し
て
必
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
乍
品白
が
調
べ
た
上
着
の
中
学
生
二
人

尻

上
一

型

調

で

あ
っ

た

が
、

そ

の

よ

う

な

推

移

は

認

め

ら

れ

な

い

も

の

で

あ

ろ

う
か
。

在
日
氏
の
桁
聞
は
講
座
の
性
質
か
ら
狭
す
ぎ
る
。

少
く
と
も
隊
按
の
与

路

島

方

言

と

の

比

較

が

な

さ

れ

た

ら
、

も
っ

と

有

益

で

あ
っ

た

ろ

う
。

諸

島

方

言

は

南

部

的

要

素

を

多

分

に

も

ち
、

市
住

者

が

予

怨

し

て

い

た

よ

り

遥

か

に

特

異

点
が

少
ない
よ

う
で
あ

る。
上
村
氏
は
首
間下一
方
言
につ
い
て、
先
人
の
業
績
に

氏
自
身
の
観
察
も
加
え
て
平
易
に
ま
と
め
てい
る。
ネ
と
ニ
と
は

共
に

E
で

あ
り、
〔
ヨ〕
は
叫
ヨ
2
8
2
(い
均一い)
の一
語
だ
と
い
う
の
は
珍
し
か
っ
た。

また
熊
大
の
秋
山
正
次
氏
は、
お
年
沖

縄
夏
期
講
習
に
出
張
し

て
得
た
資
料

に
基
づ
い
て
「
南
島
方
言
の
断
定
陳
述

ーーそ
の
九
州
方
言
と
の
類
似
につ
い

て

||」
(『
不
知
火』
3、
昭
お
・
6)
を
発
表
し
た。
南
烏
方
言
に
は、
終

結
断
定
表
現
を
さ
け、
こ
れ
を
零
記
号
に
し
た
り、
余
情
的
な

表
現
に
し
た
り

す
る
傾
向
の
あ
るこ
と
を
玲じ
た
も
の
で
、

こ
の
よ

う
な

衣
現
法
に
関す
る
研

究
が
もっ
と
出
て

も
よい
と
思
う。
上
村
孝こ
に
は

「
奄
美
諸
島
方
言
の
動
詞

活
用
の
潟
市U」
(『
鹿
児
島
大
学・
文
化
報
告』
印、
昭
お
・
7)
が
あ
り、
お

箇
の
動
一川
に
つ

い

て
9
ケ
所
の
調
査
結
果
を
友
に
ま
と

め

で
あ
る。

金
田一
氏
の
琉
球
ア
ク
セ
ン
ト
系
統
論

金
田一
春
彦
氏
は

「
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら

見
た

琉
球
方
言
の
系
統」
(『
東
京
外

国
語
大
学
論
集』
7
、

昭
お
・
3)
とい
う
注
目す
べ
き
論
を
発
表
し
た。
こ

の
論
文
は
M
年
の
上

村
幸
雄
氏
の
「
琉
球
方
言
に
お
け
る
1
・
2

音
節
の
ア
ク

セ
ン
ト
概
観」
奇
こ
と
ば
の
研
究』)、
服
部
博
士
の
『
日
本
語
の
系
統』
に
見

え
る
ア
ク
セ
ン
ト
報
告
を
主
な

材
料
と
し
て
琉
球
方
言
の
系
統
関
係
を
尋
ね
た

も
の
で
あ
る。
硫
球
各
地
の
円切
に
は
九
州
各
地
に
分
布
し
て
い
る
ア
ク
セ
ン
ト

の
諸
変
種
が

そ
の
ま
ま
散
在し
て
い

るこ
と
が
上

村
氏
に
よ
っ

て

明
らか
に
な

っ
た
が、
金
田
一

氏
は、
九
州
ア
ク
セ
ン
ト
諸
方
言
の
〈白
ロ
巾
々
が

出
来
た
よ

う
に
し
て、
琉
球
諸
方
言
の
〈釦ユo
q
も
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
と
解
釈
し
た、

す
な

わ
ち
氏
の
推
定
で
は
九
州
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
大
分
方
言

が

以
も
古

い
も
の
で
、

他
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
す
べ
て

そ
れ
か
ら
別
れ
た
の
で
あ
っ

た
が、

そ
の
推
定
は
そ
の
ま
ま
琉
球
諸
方
言
に
も

当
て
は
ま
る
と
し
、

琉
球
語
ア
の

ぐ白円
高
ミ
出
来
る
具
体
的
成
立
過
程
を
詳
細
に
か
つ
明
快
に
論
述
し
た。
結
局、

琉
球
活
ア
は
〔
I〕
大
分
式
ア、
〔
E〕
長
崎
鹿
児
島
式
ァ、
〔
E〕
博
多
式
ア

〔
W〕
熊
本
式
ァ、
の
型
の
地
域
に
別
れ
る
の
で
あ
る
が、
〔
I〕
に
属
す
る
邪

務・
徳
之
島
等
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
円以
も
古
い
も
の
で、
他
の
〔
E〕
〔
E〕
〔
WH〕

は
す
べ
て
そ

れ
が
変
化
し
て
出
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

記
述
的
研
究
ば
か
り

見
てい
た
自
に
は
笑
に

す
が

す
が

しい
魅
力
の
あ
る
論
文
で
あ
っ

た。

なお
金
田
一

氏
の
論
文
と
関
連
す
る
も
の
に
、

秋
永
一

枝
氏
の
実
地
調
資
報

告

「
八
重
山
方
言
一
・

二

音
節
名
詞
の

ア
ク
セ
ン
ト
の

傾
向
」

(
『
国
語
学
』

4
)

が
あ
る
。
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